
同 窓 の 絆 ～ 母校 ～

校長 黒 田 治

令和となってから初めて新しい年を迎えましたが、昨年中は、保護者の皆様と地域の皆様に支えられ、本

校の教育活動を心強く執り行うことができたことに感謝申し上げます。

また、3学期の始業式には全生徒が元気に登校して良いスタートを切ることができました。

今年の冬は例年になく全国的に暖冬であり、各地で雪不足による冬季のお祭りの中止や見送り、スキー場

のオープンの遅れなどがある一方で、雪かきや除雪作業など例年よりは労力が少なくて済み、除排雪費の削

減や高齢者世帯などの方たちにとっては嬉しい今冬かもしれません。学校においては登下校の雪害が心配で

ありますが、その点においては荒天の日が殆どなく、このまま安全に登下校できる日が続いてくれることを

願っているところです。

さて、3年生にとってはあと「同窓会入会式」及び「卒業式」の2日間の登校日を残すのみとなりました。

2月の登校しない家庭学習期間は、4月からの新しい社会へ羽ばたくための準備期間として与えられた貴重

な時間です。3年生の皆さんは、このあと自信を持って新しい社会の一員になれるように、自分磨きに努め

て欲しいと思います。保護者の皆様には御家庭での御指導をよろしくお願いします。

ところで、本校は昭和33年の幌向村立幌向高等学校として開校して以来、今年で59回目の卒業式を迎え、

これまで定時制課程739名、全日制課程2,367名の合わせて3,10６名の先輩方を送り出し、今日まで60

年余りに渡って脈々と伝統が受け継がれてきました。これまでの先輩方と同じ「母校」という目に見えない

共通のアイテムで結ばれる関係が、卒業と同時に生まれるのです。この関係が「同窓」であり、全然知らな

い人であっても、年齢がどんなに離れていても、どんな職業に就いていようとも、同じ学校の「同窓生」で

あることで、不思議と距離感が近くなると同時になぜか安心感でホッとする感覚になるものです。

高校時代に一つの目標に向かって、みんなで力を合わせて活動する中で、成功したり失敗したり、喜んだ

り、悲しんだり、悩んだりして同じ体験や思い出を共有したことは、かけがえのない宝物になるものだと思

います。同窓の想いは、年代が違っても高校生という「時」を同じ高校（校舎は違っても）で学び、同じ空

気を味わって過ごした仲間として、南幌高校生どうしの強い絆があるはずです。（不思議と怖かった先輩で

も同窓生になると優しくなる!?）

南幌高校同窓会にまもなく入会する3年生、そしていずれ入会する1，2年生の皆さん、今後、この同窓

の仲間意識が有形または無形の形で大きな力になる時があります。この同窓の絆は心の絆であり簡単に切れ

るものでもなく、切れてもまた校舎や校歌、恩師などの思い出を介してまたすぐに繋がるものです。それが

不思議な力を持った「同窓の絆」です。

今、いろいろと勉強のことや友人関係のこと、将来のことや自分のこと等で悩み事やストレスを抱えてい

る人も、卒業したあとに「そんなこともあったね」と同窓会で言えるように、それを乗り越えられるよう在

学中に頑張って欲しいと思います。

平成31年度当初の4月から令和2年の2月までの10ヶ月間で、1年生はすっかり高校生らしくなりました。

2年生は3年生の後を任せられるくらい自信と逞しさを兼ね備えられるような気配を感じられるほどの風格

が出てきました。3年生は努力が実り自分の将来への道標が定まって、意欲に満ちているような気概を感じ

られるようになりました。

しかし、まだ自分に自身が持てずに自分の殻から抜け出せないでいる生徒もおりますが、これから伸びし

ろ大きく本来の力を発揮できる可能性を秘めた生徒ばかりです。その力や才能を引き出し、夢や希望を叶え

られるように保護者の皆様と共に、教職員一同で努力していきたいと思いますので、令和2年も御支援と御

協力のほどよろしくお願い致します。
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３学期が始まり高校卒業後の進路先について、進路希望調査を１，２年生
対象に実施しました。その結果、大学や専門学校などの進学希望が４４％、
公務員や民間就職希望４３％であり、まだ決めていない（未定）が１３％で
した。これから様々な進路選択の取り組みを通じて、自分の進路の実現に向
けて努力してほしいと思います。また、お子様の進路について、保護者の立
場でお子様の適性にあった進路選択となるよう、一緒に考えていただきた
いと思います。

２月 行事予定
２月 ３日（月）家庭学習期間（３年 ～27日） ２５日（火）学年末試験①（１，２年・午前授業）

５日（水）進路演習（１，２年） ２６日（水）学年末試験②（１，２年・午前授業）
６日（木）模擬面接（２年） ２７日（木）学年末試験③（１，２年・午前授業）

１１日（火）建国記念の日 ２８日（金）卒業式会場設営・卒業式予行
２３日（日）天皇誕生日 同窓会入会式（３年生：午前授業）
２４日（月）振替休日 ３月 １日（日）第５９回卒業証書授与式

進学希望
44%

就職希望
43%

未定
13%

◎3学年家庭学習期間について◎

2月3日（月）から3学年は家庭学習期間で

す。この期間は学校に登校せず自宅での学習

になりますので，御家庭でも御指導をお願い

いたします。

なお、次の登校日は２月２８日（金）です

ので、遅れないで登校させて下さい。当日は

同窓会入会式、卒業式予行を予定しています。

自分を理解するために･･･～２学年模擬面接事前指導～
冬休みが終わり２年生は自分の将来について考える時期となりました。本校では様々

な進路活動を行っています。特に就職希望生徒が多い本校は、今年９月の就職試験解禁
までに履歴書指導をはじめとした準備をしています。その最初の段階として、２学年対
象の模擬面接事前指導を行っています。今年はに空知教育局より講師を迎え、面接の基
礎知識や敬語の使い方、そして一人ひとりに模擬面接の指導をしていただきました。
生徒は緊張しながらも自分の言葉で答えていました。この経験を生かして今後模擬面接指導を行います。

○生徒の声から・・・○

「とても緊張したが、面接官の方が的確にアドバイスをしてくれて、勉強になった」

「中学生の時にも、面接の練習をしたが、改めて緊張した。自分のできることは頑張ったつもり

だが、思ったよりできていないところも多かった。面接官の先生からこれからの練習に役立つ

アドバイスがあったので、これから努力していきたい」

「実際に模擬面接をしてみて、質問への返答ができていないことを実感した。これからに向けて

準備していきたい」

あなたも消費者です ★★家庭科 消費者教育出前授業★★
１月２４日（金）家庭科「家庭総合」の授業で、消費者教育に関する授業を行いました。

２年後より１８歳が成人となるため、その事前学習として行いました。当日は、経済産業省

北海道経済局より講師を迎え、契約に関する大切な話をしていていただきました。

また、マルチ商法やスマホの不当請求について生徒たちがロールプレイングを行い、

実際にあった様子を実演することで、体験的な学びになりました。なお、授業で使用した

資料を持ち帰っていますので、御家庭でもお子様とぜひ話してみてください。

▲進路希望の割合

学年末試験に向けて取り組もう！
令和元年度の最後を飾る「学年末試験」まであと２５日です。今

回の試験は１年間の総まとめでもあります。

今から計画的に勉強に取り組み、わからないところは先生に聞い

て理解する努力をしてください。

「あのときにやっておけば良かった」という後悔をするより、「やっ

ておいて良かった」という期待にかえましょう。

そして、学習への取り組みを習慣化しましょう。

◎第５９回卒業証書授与式のお知らせ◎
３月１日（日）１０時３０分より卒業証書授与式を挙行いたしますので、お知らせいたします。
日曜日ですが「登校日」となります。


